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№７ 平成 17 年 6 月 23 日

東青山小学校

児童数 648 人

℡(231)9611 fax(231)9623

http://www.niigata-inetor.jp/higashi/

いのち輝く子ども E-mail h-aoyama@niigata-inet.or.jp

６月９日，１０日に６年生が佐渡へ修学旅行に行ってきました。

６年生は，事前に，総合学習の時間を活用し

て「佐渡を知ろう」と，歴史・芸能・朱鷺など

について，グループ単位で調べました。そして，

修学旅行で実際に確かめることができました。

今回の修学旅行で特に人気があったのは，西

三川ゴールドパークでの砂金採り，佐渡金山で

の 12． 5 ㎏の金塊の持ち上げに挑戦したこと，

鬼太鼓鑑賞であったのではと感じています。修

学旅行後はそれぞれの体験を国語学習において

ガイドブック作りに生かすなど，充実した学習

へ結びついたのではないかと思っています。 ＜沢根鬼太鼓の鑑賞＞

私自身は，修学旅行に同行して，子どもたちの普段見せない言動に感心したり，びっく

りしたりした２日間でした。特に印象に残った事例として，翌日の「児童代表あいさつ」

を深夜に声を出して練習していた児童がいたことでした。一人一人思い出がいっぱい詰ま

った修学旅行ではなかったかと感じています。

さて，修学旅行の実施に当たり，１年生が６年生一人一人にてるてる坊主をプレゼント

しました。プレゼントされた６年生は，修学旅行用のバッグに取り付け，大事そうに取り

扱っていました。そのお礼にと，６年生が１年生一人一人にメッセージとおみやげ（小判

飴）をプレゼントしたと聞いております。また，５年生は，クラス単位で６年生にメッセ

ージを児童玄関前に張り出しました。そして，６年生がいない２日間，最高学年として留

守を守ってくれたのです。具体的には，朝清掃や委員会の当番活動など，６年生の分まで

しっかりとやり遂げてくれました。

子どもたちのお互いの思いやりの心が嬉しい

修学旅行でした。

＜夫婦岩での記念撮影前の様子＞

東青山小学校のホームページが携帯電話からで

もアクセスできるようになりました。

http://www.niigata-inet.or.jp/higashi/i/
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「さわやかエコスタイル運動」実施中

当校では，夏季の期間中，職員はノー上着，ノーネクタイの省エネスタイルで

職務を行っています。

☆ 実施期間 平成１７年６月１３日（月）～９月３０日（金）

☆ 運動の趣旨

新潟市では，「新潟市地球温暖化対策率先実行計画」に基づき，温度設定の

徹底を行うことで省エネを推進し，併せて職員のさわやかな業務を遂行するた

め，上着とネクタイの未着用を励行しています。

当校もこの趣旨に賛同し，「さわやかエコスタイル運動」を実施しています。

ご来校の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

東青山小学校長

【校長の独り言】

運動会が終わって間もないころ，１年生の男の子が，廊下で，フィルムケースを大事そ

うに持っているところに出会いました。「何が入っているの？」と尋ねると，ケースを差

し出し，そーっと覗かしてくれました。中にいたのは５㎜あるかないかのバッタでした。

名前を尋ねると，元気な声で「ショウリョウバッタ」と答えてくれました。１年生の男の

子にとっては，大事な大事な宝物であったのです。こんな小さなバッタが６月上旬には既

に生まれていることをすっかり忘れている私にとっては，子ども時代のことを思い出させ

てくれた一瞬でした。そして，こんな小さな生き物を探し当てる子どもたちの興味関心・

好奇心には，感心させられました。このような知的好奇心は，子どもにとって大切な能力

であると思っています。このまま知的好奇心をもちながら育っていってくれればと願って，

その場を後にしました。

それから１週間後の昼休み，グランドのフェンスと防球ネットの間で，２年生の女の子

が数人，何かを探しているところに出会いました。何をしているのかと尋ねると，「自然

を育てているの。」と答えてくれました。自然を育てる？何のことか分からないので，「自

然を育てるってどういうこと？」と聞き直すと，「だんご虫を見付けたら，木の下で育て

るの。だんご虫が死んでいたら，お墓をつくってやるの。」という返事が返ってきました。

実際，育てる場所まで案内してもらいましたが，小石で囲んだ住みからしい場所と，その

隣に，お墓らしい場所がありました。なるほど，自然を育てるということはこういうこと

だったのかと，改めて子どもたちの思いに感心しました。思えば，グランドの至る所に小

枝と小石を集めた場所があります。子どもたちのいろいろな思いの詰まった場所であるこ

とを感じ取ることができました。


